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4
経済産業部 

今
後
の
通
商
政
策
は
、
生
産
性
の
向
上
と
成
長
を
見
据
え
て
、
産
業
競
争
力
の
強
化
に
貢
献
す
る
も
の
と
し
て

強
力
に
展
開
し
て
い
く
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。 
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【
は
じ
め
に
】

　
経
済
産
業
省
は
、平
成
19
年
７
月
10
日
、

2
0
0
7
年
版
通
商
白
書
を
発
表
し
ま

し
た
。
 

　
通
商
白
書
と
は
、
世
界
経
済
の
動
向
及

び
こ
れ
を
踏
ま
え
た
内
外
経
済
政
策
の
在

り
方
を
分
析
し
た
も
の
で
、
今
回
は
、
生

産
性
向
上
と
成
長
に
向
け
た
通
商
戦
略
〜

東
ア
ジ
ア
経
済
の
ダ
イ
ナ
ミ
ズ
ム
と
サ
ー
ビ

ス
産
業
の
グ
ロ
ー
バ
ル
展
開
〜
を
テ
ー
マ
と
し

て
お
り
、
中
国
経
済
の
格
差
問
題
を
含
む

世
界
経
済
の
現
状
分
析
に
加
え
、
①
東
ア

ジ
ア
事
業
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
拡
大
と
深
化
、

②
我
が
国
サ
ー
ビ
ス
産
業
の
競
争
力
強
化

と
グ
ロ
ー
バ
ル
展
開
、
国
内
政
策
の
在
り
方

に
つ
い
て
重
点
的
に
分
析
し
て
お
り
ま
す
。

当
局
に
お
い
て
は
、
7
月
31
日
に
説
明
会

を
開
催
し
ま
し
た
が
、
そ
の
概
要
に
つ
い
て

は
以
下
の
と
お
り
で
す
。 

 【
第
一
章
　
世
界
経
済
の
現
状
と
今
後

の
課
題
】
 

●
世
界
経
済
は
、成
長
が
持
続
す
る
一
方
、

経
常
収
支
不
均
衡
の
拡
大
は
継
続
。
各

国
の
構
造
調
整
と
世
界
経
済
の
拡
大
均

衡
が
望
ま
れ
る
。
 

●
高
成
長
を
続
け
る
中
国
経
済
は
、輸
出
・

投
資
に
過
度
に
依
存
。
格
差
を
是
正
し
、

内
需
主
導
へ
転
換
す
る
こ
と
が
持
続
的

成
長
の
ポ
イ
ン
ト
。イ
ン
ド
経
済
は
、サ
ー

ビ
ス
産
業
、内
需
を
中
心
に
異
な
っ
た
高

成
長
パ
タ
ー
ン
を
示
し
て
い
る
が
、産
業

イ
ン
フ
ラ
の
改
善
、法
制
運
用
の
透
明
性

向
上
等
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
 

 【
第
二
章
　
東
ア
ジ
ア
事
業
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
の
拡
大
と
深
化
】
 
 

●
東
ア
ジ
ア
は
高
成
長
を
持
続
し
、域
内
一

体
化
が
進
展
。Ｅ
Ｐ
Ａ
／
Ｆ
Ｔ
Ａ
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
と
多
国
間
工
程
分
業
の
進
展
に
よ
り
、

三
角
貿
易（
日
本
、Ｎ
Ｉ
Ｅ
Ｓ
の
基
幹
部
材

を
使
っ
て
中
・
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
で
組
み
立
て
、日

米
欧
に
輸
出
）、中
間
財
相
互
供
給
が
拡

大
。
さ
ら
に
、我
が
国
企
業
は
東
ア
ジ
ア

市
場
を
一
体
に
捉
え
、域
内
供
給
機
能
の

集
約
化
、域
内
販
売
統
括
拠
点
の
設
置

に
加
え
、開
発
機
能
も
展
開
。
 

●
東
ア
ジ
ア
で
の
事
業
展
開
は
、販
路
開
拓

や
中
間
財
輸
出
増
大
、国
内
で
の
高
付

加
価
値
品
へ
の
特
化
な
ど
に
よ
り
、国
内

に
生
産
額
増
大
、収
益
性
向
上
に
大
き

な
効
果
。
ま
た
、我
が
国
や
他
の
途
上
国

で
も
活
用
可
能
な
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
も
実

現
す
る
と
と
も
に
、グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
の

供
給
に
も
寄
与
。
 
 

●
東
ア
ジ
ア
に
お
け
る
活
発
な
企
業
活
動

を
促
進
し
、経
済
の
更
な
る
発
展
を
実

現
す
る
た
め
に
も
、事
業
環
境
を
整
備
し
、

よ
り
シ
ー
ム
レ
ス
な
経
済
圏
を
構
築
す

る
こ
と
が
重
要
。
 

 【
第
三
章
　
我
が
国
サ
ー
ビ
ス
産
業
の
競

争
力
強
化
と
グ
ロ
ー
バ
ル
展
開
】 
 

●
世
界
経
済
の
サ
ー
ビ
ス
化
が
進
展
す
る

中
、米
国
を
始
め
欧
米
諸
国
の
サ
ー
ビ
ス

産
業
は
急
速
に
グ
ロ
ー
バ
ル
に
展
開
。一
方
、

我
が
国
サ
ー
ビ
ス
産
業
の
グ
ロ
ー
バ
ル
展

開
は
、大
き
く
立
ち
後
れ
。
 

●
グ
ロ
ー
バ
ル
展
開
の
背
景
に
は
、①
Ｉ
Ｔ
の

利
活
用
、②
各
国
の
制
度
整
備
・
規
制
緩

和
、③
サ
ー
ビ
ス
取
引
の
国
際
化
、④
グ
ロ

ー
バ
ル
展
開
に
よ
る
規
模
の
メ
リ
ッ
ト
の
実

現
を
通
じ
た
競
争
力
強
化
が
あ
る
。
 

●
我
が
国
経
済
発
展
の
た
め
、Ｇ
Ｄ
Ｐ
と
雇

用
の
７
割
を
占
め
る
サ
ー
ビ
ス
産
業
の
持

続
的
成
長
は
不
可
欠
。
国
際
的
に
立
ち

後
れ
て
い
る
Ｉ
Ｔ
投
資
・
利
活
用
の
促
進
、

外
資
を
含
む
新
規
参
入
の
拡
大
を
通
じ

た
新
し
い
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
の
導
入
に
よ

る
国
際
競
争
力
の
強
化
を
図
る
と
同
時

に
、海
外
へ
の
積
極
的
な
進
出
を
実
現
す

る
こ
と
が
重
要
。
 

 【
第
四
章
　
オ
ー
プ
ン
か
つ
シ
ー
ム
レ
ス

な
経
済
シ
ス
テ
ム
の
構
築
に
向
け
て
】
 

●
貿
易
・
直
接
投
資
等
対
外
経
済
活
動
は

国
内
経
済
の
生
産
性
向
上
、成
長
の
た

め
一
層
の
拡
大
が
必
要
。
 
 

●
東
ア
ジ
ア
を
中
心
に
事
業
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

を
構
築
し
て
い
る
我
が
国
に
と
っ
て
は
、

多
角
的
貿
易
体
制
の
維
持
・
発
展
と
と

も
に
、東
ア
ジ
ア
Ｅ
Ｐ
Ａ（
Ｃ
Ｅ
Ｐ
Ｅ
Ａ
）と

東
ア
ジ
ア
・
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
経
済
研
究
セ
ン
タ

ー（
Ｅ
Ｒ
Ｉ
Ａ
）に
よ
る
東
ア
ジ
ア
経
済
統

合
の
推
進
を
通
じ
た
シ
ー
ム
レ
ス
な
国
際

事
業
環
境
の
整
備
が
重
要
。
 
 

●
我
が
国
経
済
の
更
な
る
活
性
化
の
た
め

に
は
、
よ
り
オ
ー
プ
ン
な
魅
力
あ
る
国

と
な
り
、
国
境
を
越
え
た
経
営
資
源
・

ノ
ウ
ハ
ウ
を
積
極
的
に
獲
得
す
る
こ
と

が
重
要
。
 

 　
な
お
、
２
０
０
７
年
版
通
商
白
書
の
詳

細
に
つ
い
て
は
、
以
下
の
H
P
を
ご
参
照

く
だ
さ
い
。
 


